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上質紙（ ％）出力時、モノクロ出力は水平 ・垂直 で、カラー出力は水平 ・垂直 で出力してく
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尚

井

井

藤

井

奥

平
成

年
度
予
算
編
成

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

市
長

平
成

年
度
は
第

３
次
京
田
辺
市
総
合
計
画
の

ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
本

市
の
目
指
す
、
緑
豊
か
で
健

康
な
文
化
田
園
都
市
の
実
現

に
向
け
基
本
構
想
に
掲
げ
る

三
つ
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
を

踏
ま
え
、
各
部
局
が
自
主
性

を
発
揮
し
全
職
員
の
英
知
を

結
集
し
、
計
画
に
示
さ
れ
た

各
施
策
を
具
体
的
に
進
め
る

た
め
に
必
要
な
予
算
を
確
保

し
て
い
き
た
い
。
本
格
的
な

地
方
分
権
時
代
の
到
来
に
対

応
し
得
る
簡
素
で
効
率
的
な

運
営
を
目
指
す
行
政
経
営
改

革
と
本
市
の
持
続
的
な
発
展

を
可
能
に
す
る
た
め
の
聖
域

を
設
け
る
こ
と
の
な
い
歳
出

抑
制
を
柱
と
す
る
財
政
健
全

化
を
推
進
し
、
新
た
な
行
政

改
革
の
理
念
を
反
映
し
た
予

算
編
成
を
行
い
た
い
。

組
織
と
機
構
改
革
に
つ

い
て
、
そ
の
方
向
性
と
改
革

の
時
期
に
つ
い
て
。

助
役

第
３
次
京
田
辺
市

総
合
計
画
に
掲
げ
る
諸
施
策

を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、

さ
ら
に
行
政
改
革
を
実
行
し

て
い
く
た
め
に
大
幅
な
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
。
見
直
し

の
方
向
性
は
、
目
指
す
都
市

像
の
実
現
に
向
け
施
策
体
系

を
基
本
に
、
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
で
あ
る
市
民
主
役
、
交

流
連
携
、
効
率
的
な
行
政
運

営
も
踏
ま
え
る
。
時
期
は
行

政
改
革
の
実
行
計
画
と
の
関

係
も
あ
り
平
成

年
の
早
い

時
期
を
考
え
て
い
る
。
組
織

機
構
は
、
市
民
の
視
点
に
立

ち
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

山手幹線の工事が進む（薪工区）

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
進
め
る
た

め
に
は
行
政
改
革
の
柔
軟
性

や
ス
ピ
ー
ド
を
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
庁
内
の
情
報

や
意
思
決
定
の
流
れ
を
含

め
、
ト
ッ
プ
や
管
理
部
門
、

執
行
部
門
の
相
互
関
係
を
見

直
し
再
構
築
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

山
手
幹
線
道
路
の
現
況

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

建
設
部
長

現
在
、
山
手

幹
線
薪
工
区
は
、
京
都
府
で

用
地
買
収
が
精
力
的
に
進
め

ら
れ
、
平
成

年
完
成
を
目

標
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
三

山
木
工
区
も
用
地
買
収
と
補

償
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
一
部
区
間
も
本
年
度
末

ま
で
に
工
事
着
手
の
予
定
。

地域子育て支援センター（大住保育園）

政
府
の
改
憲
論
に
つ
い

て
。
我
が
国
の
憲
法
は
戦
争

は
し
な
い
と
決
め
た
は
ず
。

戦
後

年
、
歴
史
は
繰
り
返

す
。
戦
争
を
す
る
国
へ
向
か

っ
て
い
る
政
府
を
追
及
せ
よ
。

市
長

積
極
的
対
応
は
で

き
な
い
。
国
民
の
意
志
で
。

政
府
は
高
齢
者
の
医
療

費
の
負
担
額
を
引
き
上
げ
た
。

困
っ
て
い
る
高
齢
者
は
何
人

ぐ
ら
い
い
る
の
か
。
調
査
さ

れ
よ
。困
る
方
々
を
助
け
よ
。

福
祉
部
長

所
得
の
低
い

方
に
は
負
担
を
軽
く
。

わ
が
市
内
で
も
少
子
化

の
傾
向
は
強
い
。
市
は
ど
ん

な
対
策
を
考
え
る
か
。
子
育

て
に
金
銭
的
な
援
助
を
行
え
。

福
祉
部
長

子
育
て
支
援

の
方
法
を
考
え
る
。

携
帯
電
話
基
地
局
問

題
。
電
流
か
ら
電
磁
波
が
出

て
い
る
。
一
休
ケ
丘
、
興
戸

の
両
区
か
ら
健
康
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
市
は

心
配
を
除
け
。

経
済
環
境
部
長

市
民
が

心
配
さ
れ
な
い
よ
う
対
応
す

る
。

枚
方
市
の
焼
却
場
問
題
。

巨
大
施
設
だ
。
毒
物
の
出
な

い
施
設
は
つ
く
れ
な
い
。
北

西
風
の
多
い
地
勢
の
た
め
我

が
市
内
に
毒
物
が
拡
散
す
る

恐
れ
。
我
が
市
民
の
健
康
が

心
配
。
関
東
地
方
に
あ
る
町

で
は
煙
突
の
煙
に
雨
水
を
振

り
か
け
拡
散
を
防
い
で
い

る
。
こ
れ
を
見
習
え
。
枚
方

市
に
申
し
入
れ
を
さ
れ
た
か
。

市
長
公
室
長

毒
物
は
拡

散
さ
せ
な
い
で
ほ
し
い
。

新
田
辺
東
住
宅
地
内
の

色
あ
せ
た
道
路
交
通
標
識
。

市
民
が
塗
り
替
え
を
要
望
し

た
が
警
察
は
人
手
が
無
い
。

で
き
な
い
と
言
う
ら
し
い
。

こ
ん
な
者
を
相
手
に
せ
ず
、

市
は
塗
り
替
え
よ
。

経
済
環
境
部
長

順
次
塗

り
替
え
る
と
言
っ
て
い
る
。

農
免
道
路
の
交
通
対
策
。

大
型
ダ
ン
プ
車
の
暴
走
な
く

せ
。
制
限
速
度
で
走
ら
せ
。

だ
ら
し
な
い
警
察
に
市
民
は

怒
っ
て
い
る
。追
及
さ
れ
よ
。

経
済
環
境
部
長

警
察
に

取
締
り
強
化
を
要
望
す
る
。

市
は
市
民
の
税
金
か
ら

議
員
に
多
額
の
報
酬
を
支
給

し
、
更
に
、
三
千
円
の
日
当

を
支
給
し
て
い
る
。
ず
る
い

ぞ
。
市
長
は
議
会
と
協
議
せ

よ
。
い
い
加
減
に
止
め
よ
。

経
常
収
支
比
率

（
８
面
２
段
目
）

市
税
な
ど
の
一
般
財
源
を

人
件
費
や
公
債
費
な
ど
経
常

的
に
支
出
す
る
経
費
に
ど
れ

く
ら
い
充
当
し
て
い
る
か
を

み
る
も
の
で
財
政
の
健
全
化

を
判
断
す
る
指
標
の
こ
と
。

都
市
に
あ
っ
て
は
、

％
に
あ
る
の
が
望
ま
し
く
、

％
を
超
え
る
と
財
政
構
造

の
弾
力
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

公
債
費
比
率

（
８
面
２
段
目
）

地
方
公
共
団
体
が
建
設
事

業
等
を
す
る
財
源
と
し
て
、

地
方
債
を
借
り
入
れ
た
際
、

毎
年
度
の
元
金
の
償
還
と
利

子
の
支
払
い
が
必
要
に
な

る
。
こ
れ
に
要
す
る
経
費
を

公
債
費
と
い
い
、
公
債
費
の

一
般
財
源
に
占
め
る
割
合
を

い
う
。
こ
の
比
率
が
高
く
な

る
と
他
の
事
業
に
充
て
る
財

源
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

サ
イ
ク
ル

（
８
面
３
段
目
）

事
業
を
進
め
る
に
際
し
、

計
画
を
た
て
（

）
、

実
行
し
（

）
、
評
価
（

）
し
て
、
そ
れ
に

も
と
づ
き
、
改
善
（

）
に
結
び
つ
け
、
そ

の
結
果
を
次
の
計
画
に
活
か

す
こ
と
。
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
行
政
評
価
（
事
業
が

市
民
に
と
っ
て
効
果
が
あ
る

か
、
当
初
期
待
し
た
と
お
り

の
成
果
は
上
が
っ
て
い
る
か

と
い
う
視
点
か
ら
客
観
的
に

評
価
・
検
証
を
行
う
こ
と
）

を
導
入
す
る
動
き
が
多
く
、

こ
の
考
え
方
を
念
頭
に
置
い

て
導
入
す
る
こ
と
で
高
い
評

価
を
得
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

喜

多

英

男

議
員
（
一
新
会
）

小

林

正

路

議
員
（
市
民
の
眼

）

年（平成 年） 月 日




